
キーワード：

１ 課題

めあても持ち、学びとる生徒の育成

～学力向上のための手だてと指導のあり方～

２ 課題解決の具体策

①学習スキルの指導

②学習不振生徒の指導

③授業評価の取り組み

３ 取組の概要

本校では、「めあてを持ち、学び取る生徒の育成」を研究主題とし、上記２の①～③

の３本柱について、各教科部会を中心に研究を進めている。全教科での授業評価、全職

員による授業公開を通して授業改善に取り組み、それらの実践・課題を研究部が集約し、

全職員へ還元するとともに、特別活動（学級活動）との関連を図りながら生徒の学力の

向上を目指している。

①指導者側のスキルの向上とともに生徒の「学習のスキル」の指導を推進している。具

体的には、「勉強法のヒント」（全学年・全教）を改訂し、４月当初に全生徒へ配布、

学級・教科にて活用している。また、研究部が適当な時期を見計らい、「学問のすす

め」を発行し、スキルの向上に取り組んでいる。

②学習への集中力や意欲を高めるために、基礎基本の徹底と授業のめあての明確化を図

っている。また、学級担任の視点から「学習不振生徒の学習支援」を行っている。具

体的には、教科として「スモールステップの手法の活用」「プレテストの導入」、学級

担任として「家庭学習ノート」「日記」「学習計画表」を通しての相談活動等を行って

いる。

③授業評価の結果を通して授業改善を行っている。評価の低い項目を検討し、「グルー

プ学習」「ワークシートの活用」自己表現活動」「自己評価」等を取り入れた授業を行

っている。

４ 成果と課題

○校内研究のテーマを「学力向上」として今年度で３年目を迎えている。授業に真剣に

取り組み、家庭学習に取り組む生徒が増えているとともに、学力調査の結果等からも

学力の向上を見取ることができる。

●上記３を継続していく中で、形式的・惰性的とならない取り組みが必要である。生徒

指導の機能を生かした教育活動を推進する中で、学習に打ち込む基礎を固め、授業の

充実と家庭学習の啓蒙に力を入れていかなければならない。
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